
∪.D.C.る21.8る8.258.22_112-843.d:る29.115.7.012.55.012.82

800t積自走運搬車の構造と性能
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This800-tOn C∂rrier supplied recentlv to Messrs.Kaml-gUmiisa self-PrOPe=ed

tvpe ca｢｢ie｢which was developed to comp】v with the customer-s demand for a

Vehiclecap∂bleoft｢ansporting800-tOn Class heavv equipment山asemi-aSSembled

COnd付0∩.ln capacitv thisisthela｢gest unit ofthekindeverbuil=nthiscountrv.

1t consists of a t｢ain of four200-tOn Unit carriers′and the number of unit

Ca｢rie｢s can beinc｢eased o｢｢educed to fit the weight of equipment to be

t｢∂nSPO｢ted.ln addition てO the adoptlOn Of such new svstems as controland

Stee｢lng deviceswhich enableoneope｢∂tO｢tOCOntrOltwounitc∂｢=erscoup】edina

train.apowe｢unitsvstem jnwhich powe｢=nesaregroupedonlhefirstshaftofthe

Ca｢｢ie｢.and a highly stab州zed hvd｢aulic balancing svstem.severalnewideas have

beeninco｢po｢atedfo｢highe｢efficiencvandeasieroperation.Thec∂rrierhasbeenin

OPe｢ationforsomel‥¶enOWWhhvervs∂tis†actorYreS山ts.

表1 日二荘重量品運搬卓両の発展経過

卜 緒 巳

近年,重電機部品,原子力答器などは大形化の一途をたどり,

その輸送方法についても能率化ならびに機動性が強く要求される

ようになってきた｡

従来のトラクタ/トレーラ方式ではどうしても全長が長くなる

とともに仝高が高くなr),またトレーラの組.､エならびに積み荷,

荷降ろしのために多大の時間と費用を要し,しかレト出りがきか

ぬため道路幅も大きいものが必要であった｡

今回開発した800t横自走運搬車は,上述の欠点を解消するため,

すでに500tトレⅦラ(l)で開発し､好評を得ているセルフロ【デイ

ングも'ij一能な油圧懸架方式を採用した自走式とし,さらに運用効

率を良くするため,200t積みのユニット台車を2台結合すれば,

400t積汽車となり,400t積台車二組で帥Otの積載物を運搬できる

ようにLた｡本車両は300tトレーラ(2)(3)以来,蓄接してきた技術

に加え,いくつかの新機構を織り込んで設計製作されたが,完成

後試運転の結果所期の目標を満足し,重量品輸送業界に新しい威

力を加えることになった｡表1は日立製作所の重量品運搬車両の

発展経過を示したものである｡

2.設計上考慮した主要事項

図1は200t横ユニット台車の形式図,図2は200t積を2台連結

した400t橋台車の外観であるが,これの設計にあたって留意した
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主要項目について述べる｡

(1)運用効率の向上

重量品運搬車両の設計において,まず考えなければならない

ことは,この車両をいかに有効に使用するか,またこの車両の

適用性を増し,その付加価値をいかに増加させるかということ

にある｡

そのためには,
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図2 400t自走卓の外観

(a)車両が運転しやすいこと｡

これは最大800tの場合はともかくとして,それ以■Fの最小ユ

ニットとして運転しやすい条件は､分割式にして車両を短くす

ることが第一であり,その面での仕様として4軸方式を採用す

ることにした｡これは一般トラックでも,大形では常時用いら

れている形式であり,一般道路運行に対して操舵(そうだ)作,

走行性とい二上皇女fである｡

(b)車両が使いやすいこと｡

これは最小ユニットの積載重量をいくらに選定するかという

ことである｡重量品輸送では一般のセミトレーラ級,またはボ

ールトレーラをセミトレーラと組み合わせて50～100t級までは,

あまl)むずかしくなく運用がなされている｡

したがって,本自走運搬車のように大形のもので-一般重量品

と区別して使用するものの重量は殻小ユニットとして100～200t

程度と考えてよいと思われる｡この考えから今回の最小ユニッ

トを200t横とすることにした｡

(c)車両を使用した場合の輸送コストが安いこと｡

これは分割式として多用途に使用することが第一であり,多

用途に使用することで使用頻度(ひんど)が上がり,車両使用時

の輸送コストが安くなる｡また分割することで一度に200tlこ上下

の積載物4個を同時輸送することが可能となI),200から400tま

200t

恥附勺 斗

4nO亡 8nOl

でのものは2個が同時に輸送可能となる｡またそれぞれの枯載

重量に応じてそれに合致した車両のみ回送したらよいため,回

送費も最小にとどめることが可能であり,効米的な車両の運用

ができる｡以上を満足するため,今回ユニット台車方式を抹用

した｡図3は椎々のアタッチメントを利用Lた輸送方法の例を

示したものである｡

(2)作業性,安定性への配慮

500tトレーラで開発L好評を待ている油圧懸架方式を採鞘し

た｡木方式では車軸と7レ〉ムの間に装着した各油圧シリンダ

を相互に油圧回路で連絡することで,道路の凹凸(おうとつ)に

対する良好な追随件が得られ,各車倫の負荷状態も均一となり,

機械式の場合ははりを積み重ねてバランスをさせる形となる｡

したがって油圧懸架方式は機械式に比べて軽量化され,かつ荷

台高さも軸数に無関係に低くできる｡図4は油圧懸架式と機械

式との構造を比較したものであるが,機械式は軸数が印加する

に従ってはりを積み垂れ 均等化させなければならないのでト

レ”ラ荷台面は高くなる｡300tトレーラと800t自走車を比較す

ると,帥Ot自走車ではb=2,000皿叫300tトレーラではh'=3,000血

であり,約2/3の高さとなっている｡

荷台面を低くできるということは重心が低くなり∴窮壬遣物の

持上げ作業が布易となることで,これは油圧懸架〃式の人きな特

長になっている積み荷に対し高いロ【リング安定性とあいまっ

て機械式では得られない高度の転預安全率を与えることになる｡

(3)省 力 化

ユニット台車を2台連結した400t栢台車でもひと1)の運転手

で制御できる垂連総括制御方式ならびに操舵方式の採用によっ

て,運転要員を従来の%以下とすることができ,また油吐サス

ペンションシリンダを油圧ジャッキとして利用し,いわゆるセ

ルフローディングを行なうことができるため,従来柿み荷,相

棒ろし作業に必要としていたジャッキやクレーンが不要となり,

それに付随して作業要員もいらなくなる｡図5は油圧ジャッキ

によるセルフロⅦデイングの動作要領を示したものである｡

(4)車両輸送への配慮

この椎の大形車両になると車両運用上の問題として,-ノ長池か

ら作業他に速く柊動できることも重要な条件である｡柿裁物が

ないときは200t単車とLて運行は可能であるが,適度が迎く運

行道路の制限を･受けるので,氏距離の椎劫にあたっては車両の

中央で2分割することにより,汎用トレーラに柿峨Lて連搬で

400【〔200t二ご
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図5 セルフローーディングの動作要領

きる構造とした｡

(5)連結作業の容易性

ユニット台車の結合は簡単でしかも短時間にできることが望

ましいため,500tトレーラで実績のあるピン結合方式を採用し

た｡また結合面の油圧配管,空気配管にはワンタッチで接続で

きるセルフシーリングカップリング,電線の接続にはジャンパ

ーケーブル,操舵信号系は機械的にフランジをボルトで結合で

きる単純な方式としている｡

(6)安全性への配慮

40

超重量品の運搬を安全に行なうため,サービスブレーキを2

系統ブレーキとし,さらに降板時のためにリターダブレーキを

採用している｡また後方確認用のバックアイ･テレビを備えて

いるほか制御系には各柁の警報装置,インタ=一口ツク装置を組

み込んで安全に対しては万全を期した｡

3,新機構の採用

(1)パワーユニ､ソトの構造

大形車両を製作する場でナ,エンジンを含めたパワーーーユニット

をどのような形J℃にまとめるのが取扱い上,また保守卜,故山

であるかを柁々検討した結果,動力系統を第1軸にまとめたパ

ワーユニット方∫〔を新しく採用した｡このパワーユニットはい

わぃわるトラクタに川当する部分で,フレームとの結合部でトレ

ーーーラに柑当する後ろの部分を第一にけん引しなければならない｡

第∴には操舵されたときフレMムに対して旋回しなければなら

ない｡第二には中央のシリンダでフレ【ムを上下させなければ

ならない｡さらに節1軸からオーバハングしているパワーユニ

･ソトの重量によって生ずるモ【ノントに対抗できなければなら

ない｡これだけの機能を持つものを限られたスペーース内に収め

るため,糾屯機能の組fナせを検討の結果,上下の案内とけん引

力は中央に設けたl‾り筒形ガイドで′受け持たせ,モ【メントは2

f貨j‾F乙行リンクとこれに組み込んだロッドで対抗させ,旋帖=まタ

ーンテーブルベアリングによって行なうことで解決した｡

(2)垂連総手.珊搾り方式

本車両は200t横ユニットで2子言のエンジン,400t碍子i卓で4デー

のエンジンを搭載(とうさい)しているが,これをひとりの運転

手で同時に制御できなければならない｡二れを機械的にリンクで

結ぶことは無理なので,鉄道車両で使用している電磁空気式燃料

制御装置を採用した｡これは道路車軸としては初めての試みで

ある｡図6は垂適時のエンジン制御系統L窒Ⅰを示したものである｡

(3)椎舵装置

左右のユニットごとに独立したリンク機構を設け,これに対

する信号系ほハンドルの動きをロッドで直接それぞれの操舵系

のコントロ【ルバルブに伝え,操舵遅れがでないようにした｡

またユニット台車を2台連結した400t積台車の場合には中央の

ロッドを接続して,後ろの台車に凶転で一言号を伝達し,ひとI)

で操舵できるようにした｡車輪の動きをコントロールバルブに

フィートしバックする機構には,通常リンクを使用しているがス

ペースがないため,今回新しくカムによるフィードバック機構

を開発した｡

図7は操舵機構を示すものである｡
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4.主要諸元と試験

4.1主要諸元

200t積みユニット台車の主要諸元は表2に,走行性能は図8に

示すとおりである｡

表2 主要諸ノ亡(200tユニット台車)

咋( 目 仕 様

作能

九之大手朋我買:

姑満座性い戸川路l白二進)

200t称剛寺

200,000kg

約2k几/b

?と車走行咋

寸 法

全土ミ

約15kt¶/h

9,930mm

全 幅 5,200mm

令 高(空中時) 2､000～2,300mⅡ】

荷千丁描柑

軸別i

1～2軸閉

300mⅡ】

1,700mm

2～3,3～4軸間 1,600m皿

輪距

前 景

軒巾車岩

1,710mTn

66,000kg

総 豪速 266,000kg

エ ン ン ン UD4,150PSX2子i

動力仁ミ連装帯 トルクコンパー1タ式

タ イ ヤ 12.00-24-16PRX32

懸与【ヱ装こ琵 油J一三ジャ､ソキ瀬川油圧サスへンション式

プレーーキ装置 ワと;もJヾ.非常ブレーキ什

推舵装講 パワ･-一久チアリ ン グ

｢訓制楽市 ‾看過総捕制御方J･〔

/
て

慌 帖

X10J
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∃+
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1ブJ:150f)S
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衷3 応 力 測 定 結 果
(単†_よ:kg/mIⅦ2)

ゝ9
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入3

図9 ヒンジブロリクの応ノJ測定.た

4.2 試 験

4.2.1 フレーム

ユニット台車を結合するためのヒンジブロック部はん打力解析が

枚雉で,しかもヒンジブロックからフレームヘの力の流れが明ら

かでないため,計算との対比を行なうために応力を測定した｡図

9は測定点を,表3は測定結果を示すものであるが,いずれも当

初の予期どおり安全であることが確認された｡

4.2.2 重連性能

200t積みユニット台車を2≠了連結したときの重適性能について

確認したが,ピンの結釧乍業,電気制御系統,ブレーキ系統,油

J二1三系統などいずれも所期の性能を有することが確認された(

5.結 口

以上,主として本草両の構造と性能について述べたが,これを

要約すると次のとおりである｡

(1)200～800tまでの重量品運搬が可能である記綿的な自走運搬
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車を開発し,業界に新しい可能性を提供した｡

(2)ユニット台車方式としたため,台車の組合せとアタッチメン

トの利用により多目的に活用できるため,運用効率の向上が期

待できる｡

(3)自走式,セルフローディング方式で,しかも重連総括制御方

式を採用しているので,輸送合理化ならびに省力化が実現でき

た｡

(4)油圧懸架方式の採用により,荷台曲が低くできるので､作業

性ならびに安定性に富んだ車両とすることができた｡

終わりに本車両の開発に種々ご協力を賜わった株式全社_L組の

関係各位に深く謝意を表する｡
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